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人工衛星を利用した大容量海洋情報伝送システムについて
LargeCapacityMarineinformationDataCollectionTransferSystem byARGOS
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1. は じ め に

人工衛星を用いたリモ- トセンシングは,近年環境が

整いつつある.しかし,この種の人工衛星は,海洋情報

収集の分野において機能がまだ十分に活用されていない.

海洋空間資源の有効的利用を目的とした本海洋情報伝送

システムは,従来のような容量不足からくる1次解析

データの伝送による情報量の欠損や,動的情報の扱いに

くさを補うものである｡この海洋情報伝送システムによ

り,

･波,潮波など,物理条件

｡温度,濃度など,化学条件

｡漁業など生物環境におけるリモー トセンシングとの結

び付き

･方向スペクトル,共分散スペクトルなどの,解析方法

の検討

｡合成開口レーダによる波高分布の校正もしくは,方向

スペクトルの推定

｡海難の捜索政難もしくは,遭難者の生存等を目的とし

た生体情報の伝送

など,各種利用環境の提供が可能である.

現在のところ,比較的容易に利用できる,システムと

して 気 象 衛 星 TIROS-N/NOAA シ リーズ(以 下

NOAA とする)に搭載されているDCLS(Data Collec-

tion&LocationSystem)を利用したフランスのアルゴ

スシステム(以下,ARGOSとする)が考えられる.しか

し,ARGOSはもともと温度,圧九 高度等の定常的な情

報を収集することを目的としているため 1回の受信につ

き最大 32bytes(256bits)の情報容量しか持たない.ま

た,ビット誤 り検出なども行っていない｡ゆえに,動的

情報を扱うには容量が不足しかつ信根性が低 く不適当で

ある.しかし,収集情報を分離し複数のアルゴスプラッ

トホームを利用し,伝送情報にCRCを付加することに

より,利用可能 となる.本報では,以上のような思想に
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基づいて開発を行った海洋情報伝送システムについて説

明する.

2. 海洋情報伝送システムの概要

伝送システムのベースとなる,ARGOSはNOAAの

DCLSにフランスのクネス(CentreNationalD'Etudes

Spatiales:CNES)により,温度,圧九 高度等の環境要

素および,アルゴスプラットホ-ム(以下,Platform とす

る)の位置情報を得るために搭載されたシステムである｡

ARGOSは,ランダムアクセス方法を取っているため

Platformは一定周期で間欠的にお互いに独立して送信

を行っている.しかしながら,NOAAが極軌道を描 くた

め Platformの緯度により受信回数に不平等を生じるた
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Fig 2  ARGOS Platform Transfer Format

め,送 信周期が決められている。日本近海においては,

位置測定付きで 55 Sec～60 sec,情報伝送のみで 180 sec

～200 secの範囲で クネスか ら許可がお りてい る.

NOAAの 上空通過時間は 10分間程度である.こ れか

ら,Platformを多数化した場合における1回の受信可能

伝送容量の関係をFig lに示す。伝送容量を900 bytes

程度,情報伝送のみと考えると図より,Platformの台数

`ま10台となる。また,Platf∝mか らのイ云送による情報の

ビット誤 り率は 01程 度あるため(おもにバース トエ

ラー),伝 送情報に生成多項式X8+x4+X3+x2+1の

CRC(Cyclic Redundancy Check)を 付カロした。 CRCは ,

同期伝送などに多く使用される誤 り検出方式で,送 るべ

き情報列を高次の多項式とみなし, これをあらかじめ定

められた生成多項式(Checking PolynOmial)で害じり,そ

の余 りを情報に付加し,受 信された情報を同じ生成多項

式を用いて割 り算を行い,余 りを比較し検出を行うもの

である.Fig 2に情報伝送フォーマットを示す。Table l

の仕様で, コントローラを作製した。
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Table. 1 Specification of Large Capacity Marine

Information Data Collection Transfer System

Number of Channels : 8
Data Resolut ion :8bi ts
Data Capacity of Transfer : 900 bytes
Sampl ing Interval  :  0.5 sec
Number of Platform of Multiplex : 10
Transfer Interval of Each Platform : 180 sec

3 海 洋情報伝送システムの構成

構成をFig 3に示す.送 信システムは大きく4つの部

分に分けることができる。まず最大 8 chまで使用でき

る8 bitsのA/D変 換部,そ れを記憶し送信を行うマイ

クロコンピュータを内蔵したコントローラ部,そ して各

PlatfOrm,さらに各 Platform出力を切り替えるアンテ

ナコントローラ部からなっている。

送信は次の手順で行われる。

① 指 定時刻にA/D変 換を開始し,デ ータを合計して

900 bytes内で必要なチャンネル数分取り込む.

② 取 り込んだデータを分割,そ してCRCを 付加し分

割手順にしたがってPlatfOrmをコントロールして

送信を開始する。

③ 次 のサンプル開始時刻がくるまで,送 信を続ける.
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Fig 3   Large Capacity lvlarine lnformation Data Collection Transfer System
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Fig 4  ARCOS Platform Transfer Tillle―chart

Fig 4に ,Platformの 送信タイムチャー トを示す.

伝送された情報は,VHF(13677,137 77 MHz)で 送

られてくるビーコンの TIP(TIROS Information Proc‐

essor)も し くは, SBAN D(1700 MHz帯 )の HRPT

(High Resolution Picture Transmission)回 線に含ま

れるTIPよ り得ることができるが, SBANDの HRPT

を受信,解 析している本所第 3部高木研究室の衛星デー

タ収集 ・処理システムを利用し,受 信システムとした。

受信手順としては,高 木研究室に保存されている広帯

域データンコーダの原データより,必 要なNOAAl軌

道をCCT(MT 6250 BP1 1巻分)に展開したものから,

プログラムによって HRPTよ りTIP情 報を分離 して

NOAAに より付加されたパ リティのチェックを行った

のち,DCLSを さらに分離しこれを処理してARGOSに

より付加されたパ リティのチェックを行い, この情報か

ら本所送信システムの情報のみを拾い上げ, ここであら

かじめ付加 したCRCを チェックし,伝 送された情報を

得ている。受信手順のシーケンスをFig 5に示す。

List 2  Data Table

List l  Data Table

性 能  評  価

I r ig.5 Receiv ingSequence

最大のエレベーションが 30°以上のとき, 2回 の受信

で情報はほぼ伝送可能であることが確認できた.例 とし

て, 3 Chの DC成 分 をNOAA9:8611122:08～ 2:20,

ELi31 4°,AZ:973°,同 日,3:49～4:01,EL131 6L AZi

2919°に受信した結果を,そ れぞれ List l,L tヽ2に 示

す。なお空自の部分はその回,受 信できなかったところ

である。また,CRCに よる誤り検出は,List lの矢印の

部分をLは 3に,List.2の矢印の部分 をList 4に示 し
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List 3  Argos lnformation

H R P T  I N F O R M A T 1 0 N  N O。 1 5 4 0 ,  D A T E  =  1 l  N O V   ′ TIME ・  17:13:09,(GoM.T)
PROCESSING UNIT NO.1, PLATFORM ID:5CED9′  RECV SIC LEVEL(DBM):-124。 3,
DATINC(SEC):  4778。 80078, DOPPLER FREQ(HZ):  3828.741,
32: 32COCOcOcOcocOcocOCOcOCOCOCOcOcOcOcOcOCOC040COCOCOCOCOCOCOCOc05D

へ ｀
＼
＼ 一` ERROR―DATA

List 4  Argos lnfOrmatiOn

H R P T  I N F O R M A T 1 0 N  N O , 3 7 5 0 ,  D A T E  =  1 l  N O V   ′

てみると,List 3のようにデータが化けているのをきち

んと検出している。さらに,正 しく受信できたList 4と

比較すると正しく受信できたほうがここでは受信強度が

8 3dBmほ ど弱く,受信の信頼性が受信強度の大小にか

かわらないことがわかる。ゆえに,CRCは このような

データ化けを検出するのに効果的である。この試験は,

本所内で行ったため,条 件が悪 く障害物や,外 来からの

ノイズの影響が十分考えられるため海上ではこれ以下の

伝送 レー トの低下は有 りえないと考 えられる。また

NOAAは 日本上空を,現 在 9号 が,1130～ 2:30,12:

30～14i30ごろ 10号 が,6i30～8:30,18:30～20:30ご

ろを 10分程度の通過時間を持って 14日周期で回ってい

る。ゆえにNOAAか ら,1日 最低 4回 の受信が可能とな

り1日で 1800 bytesの情報伝送が可能となっている.

の意を表します。

TIME = 19:00,00,(GoM.T)

お わ  り  に

今後としては,Haffman cOdingもしくは,統計的手法

等による原データの圧縮によるよリー層の大容量化,

HRPT画 像データとの結び付きを考えている。最後に,

尾上守夫前所長,高 木研究室 高 木幹雄教授,川 中彰助

手,山 田勝規氏,な らびにTOYOCOM 堤 正之氏,小野
一彦氏,長 島降雄氏に御協力いただき,末 筆ながら感謝

(1986年 12月 22日 受理)
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